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制度
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歯科衛生士

【A層】

全施設を引っ張っ
ていく役割

【B層】

自施設を引っ張っていく役割

【C層】

口腔ケアに意識のあるスタッフ

【D層】

入社したての新人職員

新人研修
（座学）

制度１
さわやか口腔ケア

認定士
（知識・技術）

さわやか口腔ケア認定士
の資格を持つ集団

制度２
主任さわやか口腔ケア

認定士
（人に教える知識・技術）

口腔ケアの指導ができる職員の育成
→主任さわやか口腔ケア認定士を各エリアに配置し、

全施設に指導が行き渡るようにする

さわやか口腔ケア認定士:1,505名
主任口腔ケア認定士:25名

主任認定士研修を実施
H30年度:第1回
H31年度:第2回

認定試験
H31年度:第9～11回



教育

3

教育媒体の制作

①口腔ケア学習用資料作成

Ver. 1.0 Ver. 2.0

主任口腔ケア認定士研修用テキスト作成

②口腔ケアに関するVR教材の作製

VR教材
1. 歯ブラシの使い方
2. 歯間ブラシの使い方
3. スポンジブラシの使い方
4. フロスの使い方
5. 入れ歯の取り扱い
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施設ラウンド・研修会

H27 施設ラウンド H28 施設ラウンド

↑口腔ケアに関する研修会、
↓摂食嚥下に関する研修会

H30年度 改訂

施設ラウンド
（平成27・28年度）

12施設で実施

研修会
（平成27～30年度）

・口腔ケアに関する研修会
計:11回

・摂食嚥下に関する研修会
計:５回

今後さらに改定を予定



口腔ケア用トリアージ（SOCA）

介護者の負担を増やさずに口腔ケアを充実させる
にはどうすれば良いか?
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H31年度:主任口腔ケア認定士により、
和布刈館・田川館にて導入中

トリアージ
入居者を口腔ケアの必要度に応じて分類・可視化することで、介護者のケアの負担を減らすツール



株式会社ファインとの共同研究（令和元年度実施）

高齢者でも簡単に口腔ケアが出来る
ようにするにはどうすれば良いか?

食品を使った口腔ケア用品の開発
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実施施設
・いそうだ館 ・こすもす館
・立花館 ・立花弐番館
・野方館 ・春日館

方法
歯磨き後、寝る前に1週間続けて食べる。

作り方
1. 計量カップに大さじ1杯（15ml）の水を入れる。
2. 粉末を1包加えてよく混ぜる。

1包大さじ1杯
（15ml）

調査（開始前後で、以下の調査を行う。）
1. 睡眠に関するアンケート
2. 細菌カウンタ®
3. AD check



これまでの成果及び効果

口腔ケア認定士
約1500名を養成
口腔ケア認定士

約1500名を養成

「主任層へのセミナー」
→教育レベル・効果の確認

12.3名/月の入院減少!12.3名/月の入院減少!

「施設ラウンド」
→現場の実態把握

「カリキュラム・教材開発」
・テキスト製作
・動画教材製作
・VR教材製作(遠隔地)

「制度構築・運用」
・制度設計(教育レベル、人材配置)
・人事制度との連携
・運用ノウハウの構築・移管

6

95,940,000円（年間）
の医療費削減!

95,940,000円（年間）
の医療費削減!

ウチヤマHDデータ
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